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民と民との法を極める「自分見つけ」の旅
法曹界・金融界を中心に1980年から続く600名の人脈。ゼミOB会で担当者の2010年度福澤賞受賞を祝う。

ハードな学習から楽しい課外活動まで、詳細は手作りHP（http://www.clb.mita.keio.ac.jp/law/ikeda/）へどうぞ！
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「
池
田
ゼ
ミ
生
に
会
い
た
け
れ
ば
図
書

館
の
グ
ル
ー
プ
学
習
室
に
行
け
ば
い
い
」

と
い
わ
れ
る
が
、
ゼ
ミ
生
は
遊
び
も
ス

ポ
ー
ツ
も
怠
ら
な
い
。
私
の
研
究
会
は
、

民
法
の
財
産
法
を
学
ぶ
。
１
９
８
０
年

の
開
設
以
来
、
海
外
赴
任
等
の
間
も
教

え
子
の
教
員
が
代
講
し
、
32
年
間
空
白

な
く
継
続
し
て
い
る
稀
有
な
ゼ
ミ
で
あ

る
。
卒
業
生
は
約
６
０
０
名
に
上
り
、

最
近
は
約
半
数
が
法
曹
界
に
進
み
、
約

半
数
が
民
間
そ
の
他
に
就
職
す
る
。
卒

業
生
の
就
職
人
数
別
ベ
ス
ト
３
は
、
東

京
海
上
日
動
、
三
菱
東
京
U
F
J
銀
行
、

日
本
銀
行
で
あ
る
。
私
が
民
法
の
債
権

法
を
専
門
と
し
、
法
科
大
学
院
で
は
金

融
法
も
担
当
し
て
い
る
関
係
で
、
内
外

の
金
融
機
関
や
企
業
の
法
務
部
へ
の
就

職
が
目
立
つ
が
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
コ

ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
等
、
進
路
は
多
彩
で
あ

る
。
官
公
庁
も
、経
済
産
業
省
、金
融
庁
、

外
務
省
等
々
に
進
ん
で
い
る
。
慶
應
義

塾
で
教
鞭
を
と
る
教
授
も
４
名
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
池
田
ゼ
ミ
に
入
る
に
は
、

１
万
字
の
入
ゼ
ミ
論
文
と
面
接
が
課
さ

れ
る
。
入
ゼ
ミ
後
も
、
隔
週
で
４
０
０

０
字
の
レ
ポ
ー
ト
が
課
さ
れ
、
３
年
生

の
夏
合
宿
後
は
、
ま
た
１
万
字
の
論
文

提
出
が
求
め
ら
れ
る
。
秋
に
は
、
親
友

で
あ
る
早
稲
田
大
学
鎌
田
薫
総
長
の
ゼ

ミ
と
の
早
慶
合
同
ゼ
ミ
が
も
う
25
年
も

続
い
て
お
り
、
毎
年
、
東
京
大
学
や
京

都
大
学
の
先
生
方
を
出
題
講
評
者
に
招

く
。
ゼ
ミ
で
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
力
の
鍛
錬

の
た
め
全
員
に
発
言
が
求
め
ら
れ
、
プ

レ
ゼ
ン
の
練
習
と
し
て
の
個
別
報
告
コ

ン
ク
ー
ル
も
あ
る
。

　

こ
う
書
く
と
、
大
変
「
え
ぐ
い
」
ゼ

ミ
と
思
わ
れ
そ
う
だ
が
、
学
生
た
ち
は

本
当
に
仲
が
良
く
、
O
B
の
裁
判
官
が

地
方
の
裁
判
所
見
学
を
企
画
し
て
く
れ

れ
ば
、
つ
い
で
に
温
泉
旅
行
を
し
て
き

た
り
、
卒
業
旅
行
も
グ
ル
ー
プ
で
楽
し

そ
う
に
企
画
し
て
い
る
。

　

池
田
ゼ
ミ
の
最
大
の
目
標
は
、
２
年

間
の
共
同
学
習
を
通
じ
て
の
自
己
発
見
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
ど
う
生
き
る
の
か

を
見
つ
け
る
た
め
の
ゼ
ミ
な
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
夢
や
目
標
の
な
い
人
は
お
断
り
。

進
路
面
接
も
全
員
に
複
数
回
行
う
。
卒

業
生
諸
君
も
、
毎
回
の
よ
う
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
に
来
て
く
れ
る
。「
私
に
と
っ

て
預
金
通
帳
の
残
高
は
君
た
ち
」
が
私

の
口
癖
で
あ
る
。

　本研究会は民法の中でも財産法を中心に、事例問題の研究・討論
等を行っています。知識や暗記偏重の学習ではなく、自ら問題を発
見し解決することを目指し、ゼミ生同士の共同学習はほぼ毎日行っ
ています。活動の詳細はホームページをご覧ください。
　また、学問だけでなく人生にも向き合うのが池田ゼミ流。債権譲
渡研究で福澤賞を受けた池田先生は、多忙な中でもゼミ生の人生相
談に親身に応じてくださいます。私たちをゼミ生として以上に、一
人の人間としてご指導くださるのです。だからこそ課されるハード
ルは一人ひとり異なります。私たちの性格や目指すものの違いを見
極めてのアドバイスは、先生ご自身が受けた経験からとのこと。学
問と、人生と、共にご指導くださる池田先生のもと、ゼミ生それぞ
れが、自分だけの道を見つけ歩んでいく、それが池田ゼミです。

自己発見―学問と、人生と―

木
き

村
むら

怜
れい

萌
も

　法学部４年
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神か
ん

戸べ

和か
ず

雄お

商
学
部
准
教
授

　

私
の
専
門
は
経
営
情
報
論
で
す
。
企

業
経
営
に
お
い
て
情
報
技
術
が
ど
の
よ

う
に
活
か
さ
れ
る
べ
き
か
、
ま
た
情
報

を
活
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
よ
り
有
用

な
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
が
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
か
を
研
究
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
研
究
会
で
は
、
私
の
専
門
分
野

は
情
報
技
術
に
関
す
る
手
ほ
ど
き
を
す

る
と
い
う
形
で
活
か
し
、
学
生
に
は
社

会
に
出
て
か
ら
一
般
的
に
通
じ
る
経
営

学
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

研
究
会
の
活
動
を
通
じ
、
私
が
学
生

諸
君
に
習
得
し
て
欲
し
い
こ
と
は
３
つ

あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
自
ら
判
断
す
る

力
を
養
う
こ
と
で
す
。
２
つ
目
は
組
織

と
の
調
和
を
と
り
な
が
ら
個
々
の
能
力

を
発
揮
し
、
組
織
全
体
の
能
力
を
高
め

る
よ
う
な
人
と
協
調
で
き
る
人
材
に
な

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
ま
た
協
調
の

基
本
と
し
て
３
つ
目
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
信
頼
関
係
を
構
築
で
き
る

人
間
で
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
は
学

生
諸
君
が
実
際
に
社
会
に
出
た
と
き
に
、

企
業
や
社
会
が
望
ん
で
い
る
能
力
と
し

て
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
る
か
ら
で
す
。
特
に
信
頼
と
協
調
は

人
と
の
交
わ
り
の
中
で
習
得
す
べ
き
も

の
で
あ
り
、
研
究
会
活
動
は
社
会
的
経

験
の
少
な
い
彼
ら
に
と
っ
て
は
非
常
に

重
要
な
機
会
で
あ
る
と
考
え
、
私
自
身

も
研
究
会
の
一
員
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
に
参
加
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
中
、
研
究

会
活
動
は
グ
ル
ー
プ
学
習
を
中
心
に
行

っ
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
を
さ
ま
ざ
ま
に

変
え
、
そ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
学
生
全
員

を
で
き
る
だ
け
違
う
メ
ン
バ
ー
で
グ
ル

ー
プ
化
し
考
察
を
深
め
る
こ
と
を
繰
り

返
す
こ
と
で
異
質
な
人
と
の
付
き
合
い

が
で
き
る
よ
う
企
図
し
て
い
ま
す
。
ま

た
時
に
は
テ
ー
マ
自
体
を
探
す
、
い
わ

ゆ
る
問
題
発
見
能
力
を
試
す
こ
と
も
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

研
究
会
で
養
っ
た
自
ら
判
断
す
る
能

力
に
加
え
信
頼
と
協
調
の
姿
勢
を
身
に

つ
け
た
彼
ら
が
、
卒
業
後
、
豊
か
な
人

生
を
歩
ん
で
い
る
姿
を
思
い
描
き
な
が

ら
研
究
会
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

自らの力で判断できる信頼される人間像を目指して
2000年に開講した経営学（経営情報論）の研究会。

学問的な能力と社会性の向上を目指して。

　「学ぶ」ということはどういうことなのか。私が神戸研究会に入
って一番考えさせられたことです。最初のゼミの授業の時、「ゼミ
を普段の授業と同じだととらえるならゼミ活動なんて意味がない」
と先生に言われたことを今でも覚えています。ゼミの具体的な内
容は、半期ごとの経営学をテーマとしたグループ発表、特定の業
界に注目し分析を行う業界分析や自分たちでテーマを決め経営学
を研究する三田祭論文発表などが主です。基本的にグループワー
クで、みんなで知識を共有し合い、一つのことをやり遂げるとい
うのが神戸研究会の特徴です。集団で真剣に学業に取り組むこと
はゼミでなければ経験できない「学び」だと思います。経営学は
もちろんのこと、社会に出て通用する人間力を身につけるために
日々のゼミ活動に励んでいます。

人間力構築のための「学び」

渡
わた

邉
なべ

勇
ゆう

介
すけ

　商学部４年
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生命の「活き活き」とした挙動を化学する
バイオリズムのような活き活きとした生命現象が発生するメカニズムを化学で解析し、
その知見に基づいて新しい産業技術を開発します（大学院生8名、学部生4名）。

朝あ
さ

倉く
ら

浩こ
う

一い
ち

理
工
学
部
教
授

　

身
の
回
り
に
は
、
一
見
易
し
そ
う
で

実
は
難
し
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
「
平
ら
な
表
面
を
作
製
す
る
」

な
ん
て
誰
で
も
簡
単
に
で
き
そ
う
で
す

が
、
棚
や
ド
ア
の
塗
装
面
を
横
か
ら
目

を
こ
ら
し
て
見
る
と
、
数
㎜
周
期
の
凹

凸
構
造
が
観
察
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
オ

レ
ン
ジ
ピ
ー
ル
（
ゆ
ず
肌
）
と
呼
ば
れ
、

塗
装
面
の
乾
燥
過
程
で
自
発
的
に
発
生

す
る
構
造
で
す
。
ま
た
、
ア
ル
ミ
サ
ッ

シ
を
近
く
で
見
る
と
約
０
・
１
㎜
周
期
の

ス
ト
ラ
イ
プ
模
様
が
観
察
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
ア
ル
ミ
加
工
の
際
に
自
発
的

に
発
生
す
る
構
造
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
構
造
発
生
は
、
高
級
車
の

塗
装
、
D
V
D
やB

lu-ray D
isc

の
生

産
、
フ
ォ
ト
レ
ジ
ス
ト
の
塗
工
な
ど
に

お
い
て
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
す
が
、

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
技
術
開
発
の
ヒ
ン

ト
と
な
る
の
が
、
意
外
に
も
、
生
命
体

に
発
生
す
る
バ
イ
オ
リ
ズ
ム
で
す
。
バ

イ
オ
リ
ズ
ム
に
は
、
心
拍
や
睡
眠
─
覚

醒
の
よ
う
な
時
間
周
期
構
造
と
、
ト
ラ

や
熱
帯
魚
の
体
表
模
様
の
よ
う
な
空
間

周
期
構
造
が
あ
り
、こ
れ
ら「
活
き
活
き
」

と
し
た
現
象
は
、
決
し
て
「
生
命
は
神

が
創
り
賜
う
た
特
別
な
も
の
」
で
あ
る

か
ら
発
生
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
９
７
７
年
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
の
対

象
と
な
っ
た
「
散
逸
構
造
」
と
い
う
概

念
に
基
づ
く
と
、
バ
イ
オ
リ
ズ
ム
発
生

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
で
き
、
化
学
反

応
に
よ
っ
て
時
空
間
リ
ズ
ム
を
創
り
出

せ
ま
す
。
そ
し
て
、
生
産
プ
ロ
セ
ス
に

お
い
て
問
題
と
な
る
構
造
発
生
も
抑
制

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、「
生
命
の
不

思
議
」
を
不
思
議
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、

そ
の
謎
を
化
学
で
解
き
明
か
し
、
得
ら

れ
た
知
見
に
基
づ
き
新
し
い
産
業
技
術

を
開
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
研

究
を
通
し
て
学
生
た
ち
が「
散
逸
構
造
」

の
概
念
を
学
び
、
研
究
者
、
技
術
者
と

し
て
社
会
へ
巣
立
っ
て
い
き
ま
す
。
な

お
、
卒
業
生
た
ち
の
研
究
室
と
の
付
き

合
い
は
、共
同
研
究
、技
術
情
報
の
交
換
、

リ
ク
ル
ー
ト
活
動
な
ど
を
通
じ
て
一
生

続
き
ま
す
。
こ
の
交
流
は
、塾
員
、塾
生
、

教
員
が
学
び
教
え
合
う
「
半
学
半
教
」

精
神
の
具
現
化
と
言
え
ま
す
。

HP

：http://www.applc.keio.ac.jp/~asakura/
YouTube

：http://www.youtube.com/user/
keiouniversity#p/c/11/2zmijRsnsbg

　朝倉研究室では、「自己組織化」という現象を軸に、さまざまな
テーマでの研究が行われています。研究室の名前は「有機」物質
化学研究室ですが、有機化学だけでなく、サンスクリーン剤（日
焼け止め）の性能評価を研究テーマとする人もいれば、化学反応
速度の解析をテーマとする人もいます。このため、毎週行われる
「週例」や年４回行われる中間発表会では、自分の研究テーマだけ
でなく他のさまざまなテーマに関する見識を得ることができます。
また、勉強会や輪講では、英語で書かれた教科書を読み、すべて
のテーマの基礎になる概念について学びます。教授から直接教え
ていただくだけでなく、学生同士でも教え合うことで、互いに高
めあい、研究を進めています。

キーワードは「自己組織化」

高
たか

山
やま

駿
しゅん

介
すけ

　理工学研究科修士課程１年
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濱は
ま

田だ

庸よ
う

子こ

環
境
情
報
学
部
教
授

　

私
は
精
神
医
学
の
研
修
と
並
行
し
て
、

故
小
此
木
啓
吾
先
生
の
も
と
で
精
神
分

析
的
精
神
療
法
を
勉
強
し
ま
し
た
。
そ

し
て
長
男
を
出
産
す
る
前
に
、
小
此
木

先
生
か
ら
勧
め
ら
れ
て
勉
強
を
始
め
た

乳
幼
児
精
神
保
健
の
研
究
が
、
今
の
中

心
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
濱
田
研

究
室
は
、
子
ど
も
の
精
神
発
達
と
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
二
つ
の
研
究
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
精
神
発
達
の
研
究
会
は
、

２
０
０
９
年
度
か
ら
森
さ
ち
子
先
生
も

加
わ
っ
て
、
精
神
分
析
的
発
達
理
論
に

基
づ
き
、
家
庭
訪
問
に
よ
る
母
子
関
係

の
観
察
と
そ
の
報
告
、
お
よ
び
討
論
を

行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
２
、３
人
が
グ
ル

ー
プ
を
作
り
、
一
つ
の
家
庭
を
継
続
的

に
訪
問
し
て
い
ま
す
。
研
究
会
全
体
で

は
７
、８
家
族
の
報
告
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
発
達
の
普
遍
性
と
同
時
に
そ
れ

ぞ
れ
の
母
子
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
非
言
語

的
な
情
緒
交
流
か
ら
次
第
に
言
葉
を
話

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を

実
際
に
観
察
す
る
体
験
は
、
教
科
書
で

「
文
字
」を
通
し
て
学
ぶ
だ
け
で
は
わ
か

ら
な
い
こ
と
を
、
た
く
さ
ん
教
え
て
く

れ
ま
す
。
こ
の
体
験
は
、
人
間
関
係
の

理
解
に
幅
広
く
役
立
ち
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
研

究
会
で
は
、
大
学
生
に
見
ら
れ
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
に
つ
い
て
、
各
自

が
テ
ー
マ
を
決
め
て
勉
強
し
、
プ
レ
ゼ

ン
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
特
に
自
分
自

身
の
中
で
問
題
意
識
を
高
め
テ
ー
マ
を

設
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
大
学
生
は
心
理
社
会
的
モ
ラ

ト
リ
ア
ム
に
い
る
年
代
で
す
。
時
に
は

自
分
自
身
の
未
解
決
な
課
題
に
直
面
し

苦
し
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
研
究
会

内
で
仲
間
と
の
議
論
な
ど
を
通
し
て
少

し
ず
つ
乗
り
越
え
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を

職
業
選
択
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
研
究
会
は
そ
の
よ
う
な
「
場
」
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

会
社
員
、公
務
員
、消
防
士
、写
真
家
、

中
学
の
先
生
な
ど
卒
業
生
の
進
路
は
さ

ま
ざ
ま
で
、
臨
床
心
理
士
に
な
っ
て
S

F
C
心
身
ウ
ェ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
で
学

生
相
談
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
務
め
て
い

る
O
B
も
い
ま
す
。

赤ちゃんから大人までこころの問題を考える
家族との関係の中で赤ちゃんの「こころ」がどのようにはぐくまれるかを学び、
赤ちゃんから大人に至るまでの現代のさまざまなこころの問題を考える。

　濱田庸子先生のメンタルヘルスのゼミは、個人で自由な研究をし
ています。毎週行う経過発表では「幸福論」「強迫性障害」等とい
ったさまざまなテーマが取り上げられて、毎回新しい発見がありま
す。特にテーマに縛られることもなく、先生や学生同士のやりとり
を通して独自の研究を創り上げていきます。
　濱田先生と森さち子先生の合同研究会では、乳幼児の発達論の研
究を家庭訪問という方法に沿って進めていきます。毎週授業では赤
ちゃんの成長過程をビデオ映像を通して分析しています。この時に
先生方は必要に応じてアドバイスをくださいますが、主に学生が壇
上に立ち授業を進めていきます。訪問で実際に目で見るのは、乳幼
児の成長を見る上でとても貴重な体験です。親子関係もさまざまで、
学生同士でも意見が違ったりするのも面白く、この研究会の魅力です。

世代を超えたメンタルヘルス

柳
やなぎ

田
だ

　舞
まい

　環境情報学部４年


